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「交野ジャズクリ」によるジャズ演奏

今年も連日猛暑が続き熱中症を心配しましたが幸い私たちは「ソーメン流し大会」、「盆踊り＆夏まつり」、「コスモスまつり」など

全員元気で活動することが出来ました。本当にご苦労様でした。また今回新しく広場に部品倉庫を完成させることが出来ました。

ボランティア会員の中にはそれぞれの分野に精通した方々が多くおられまして、暑い日が続きましたがそれらの方々を中心に素

晴らしいチームワークで出来上がりました。ご協力頂いた方々有難うございました。大切に使いましょう！

「旭小区内学童」による合唱「びんか」による和太鼓演奏

今年は昨年とは打って変わった良い天気の猛暑の中で準備作業を進め、当日の開催に

こぎつけました。事前の草刈りや、前日、当日の会場設営に当たっては何度となく給水時

間を設け熱中症を予防しながら進めましたが参加頂いたボランティアの皆様は本当によ

く頑張って頂きました。今年は盆踊りの円の外側に特設ステージを設け、２年ぶりの「交

野ジャズクリエイション」によるジャズ演奏、「びんか」による和太鼓演奏、「旭小学校区内

学童」による合唱、さらに盆踊りの途中には飛び入りの「河内音頭の生歌」が入るなど大

いに盛り上がりました。ビンゴゲームや上記イベントの第１部が終了され後半の２部とし

て盆踊りが始まりましたが今回は１部、２部合わせて約１２００人の方が参加頂き、暑い

真夏の一時を夜遅くまで楽しんでいただきました。

コスモスの花がほぼ満開の１０月５日（土）、この

日は前日までの天気予報では「雨」ということで

開催を危ぶむ声もありましたが開催決行との方

針で、食材の調達、会場の設営等準備を着々と

進めました。しかしながら空はどんよりと今にも

泣き出しそうな雲行きでしたがそれでも２２０人ぐ

らいの方々がお集まり頂き、恒例の芋煮汁や焼

き芋をほおばり飲み物を飲み満開のコスモスを

心行くまで鑑賞して頂きました。またこの日から希望者にはコスモスの花を自由に切ってお持ち帰りいただきました。今年は従

来の赤、白、ピンクなどの日本コスモスの他に濃い橙色の西洋コスモスも多く咲いており賑やかな花畑でした。

満開のコスモスに満足 やっぱり芋煮汁が人気です。右は焼芋

満開のコスモスを心行くまで鑑賞しました （コスモスまつり）

子供たちも盆踊りを楽しみました



お知らせコーナー

☆ 2013 山ナリエ公共場所の飾り付け作業

日 時： １１月２０日（水） 午前９時より

集 合： 山手５丁目階段下

☆ 2013 山ナリエ点灯式の開催

日 塒： １１月３０日（土） 午後５時より

場 所： 星田山手自治会館の庭および屋内

（予定に入れておいて下さい）

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟへ入会ご希望の方は御連絡

下さい。
内野 藤彰（891-9578）

ｆ-uchino@dsk.zaq.ne.jp
橋本 勇（891-9560）

i-hashimoto@ric.hi-ho.ne.jp

「２０１３顔見世総会」を開催

流しソーメンの源流です

「和 み 広 場 」 あ れ こ れ

今年も毎年恒例の「ソーメン流し大会」が猛暑の中７月下旬に中央階段下の空き地で実施

されました。本番の５日前には近くの竹藪で青竹を頂き、半割にして節を取り水が流れ易く

なるように加工した後法面に設置して本番の当日に備えました。当日は中田交野市長を始

め、行政、警察、交野市出身の議員の方々のご来賓も多く参加頂き、全体で約４５０人もの

方々が参加され例年通り非常に盛り上がった「ソーメン流し大会」になりました。今年は例

年以上に暑さが厳しく、すくい上げた冷たいソーメンの味は格別ではなかったかと思いま

す。毎年このソーメン流し大会はこの同じ場所をお借りして開催していますが、土地の所有

者の方の事情もあり、残念ながら来年も実施できるかどうかは定かではありません。

新しく設置された備品倉庫へ移転完了

ソーメンをすくい上げる子供たち

真夏の冷たい流しソーメンが美味しかった！（ソーメン流し大会）

方に子供たちからお配りする予定です。

今年は異常気象が長く続いた影響かわ

かりませんが綿の収穫は悪かったようで

す。広場は１０月下旬頃から薄紫色の皇

帝ダリヤが咲き写真愛好家や皇帝ダリ

ヤファンの方がたくさん訪れることでしょ

う。また和み広場を覗いてみて下さい。

２０１３年度の活動スローガンです

収穫した綿が河内木綿になります

皆さんの目を楽しませてくれたなごみ広場のコスモス、百日草、マリーゴール

ドなどの花々も今は峠を過ぎました。コスモスや百日草はたくさんの人が切り

花用に摘み取りに訪れていました。なごみ広場の畑には河内木綿が残ってい

ますがこれも最盛期を過ぎようとしています。河内木綿は毎年６月初旬に世

代間交流の一環として子供たちと種まきをしています。今年はこの綿を使って

クリスマス向けのリースを作り、旭小区内にお住いの高齢のお一人暮らしの

新しい備品倉庫が完成しました

今年の「星田山手ボランティア・街づくり推

進会」の年に一度の顔見世総会は５月２１

日（火）に星田山手自治会館にご来賓も含

めて５１人の方々がお集まり頂き開催いた

しました。１年間の活動経過報告及び次年

  

自治会や星田山手ボランティアが長年行事用の備品等を保管していた旧汚水処理場の敷

地内の倉庫（通称ポンプ室）を今回交野市に返却することになりました。その後の対応とし

て広場の奥の隅に新しく備品倉庫を設置することになり、９月中旬に完成し収納物の移転

も完了いたしました。新しい備品倉庫は６．２ｍ×６．２ｍで旧ポンプ室の約１．５倍の広さ

があり、楽に備品を出し入れできる広さです。さらに新しい倉庫の裏側にはロッカー５台を

配置して今まで収納できなかった備品にも対応できるようになりました。備品類はほとんど

広場で使用しますので保管場所が近いのは大変有難いです。

度の活動計画の発表が行われ、新しい思いで地域の安全・安心な街づくりに貢献

することを皆で確認しました。そしてスローガンもほとんど前年と変わりありません

が新しく「お互い顔を合わす機会を増やしましょう」を追加しました。顔を合わせて

言葉を交わすことによりお互い元気を与え、与えられて前に進みたいと思います。


